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資料４－１ 
 

「平成 25 年度市町村における使用済製品リユースモデル事業」実施計画書 
 

自治体名 前橋市 
担当部署 環境部ごみ減量課ごみ減量係 

 
１．実施するリユースモデル事業の概略 

（１）プランの名称 
 
「リユース宝市」実施事業（リユース品の使用及び提供を普及啓発するイベント） 
開催テーマ ～私にとっては不用でも誰かにとっては宝物～ 

 
 
（２）プランの概要 

【 開催目的 】 
リユースを体感できる特設市場を設け、環境に配慮したライフスタイルの推進を図

る。 
 

【 イベント概要 】 
家庭に眠る再使用可能な衣類や書籍、生活雑貨などをイベント当日に持ってきてい

ただき、集まった物を無料で提供する。（無料の交換会）なお、リユース品の充実

のため、事前収集も行う。（別途（６）で説明） 
 

【 具体的な狙い 】 
「私が提供した洋服が無くなっている」「ボクのおもちゃ、あの子が嬉しそうに遊

んでいる」というような直接イベント会場で感じる体験を通じてリユースへの理解

を深めていただきたい。 
 
【 効果測定 】 

来場者へアンケートを実施し、リユースへの理解やイベント満足度を検証するとと

もに不用として集まった物がどれだけの割合で再使用されたかを検証しごみ減量

施策としての効果を測る。 
 
【 モデル事業応募への経緯 】 

前橋市では、本年６月よりごみ減量プロジェクト「Ｇ活チャレンジ！１００」を始

動し一層の３Ｒ推進を図っている。このなかで、昨年度まで２０年以上実施してい

た「前橋リサイクルまつり」を取り止め、今年度より２Ｒ（リデュース、リユース）

の普及啓発を重点項目とした体験型のイベント実施を行いたいと考え、地域で継続

的に不用品交換会を実施している市民団体の取組をモデルに企画した。 
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（３）プランに参加・協力の団体・企業など 

・市民団体：南橘リサイクルの会（リユース品の仕分け整頓、会場案内） 
・群馬県（広報、スタッフ協力等） 
・前橋市一般廃棄物処理事業協同組合（リユース品の提供） 
・前橋市再生資源事業協同組合（リユース品の提供） 
・有限会社ハシモト（交換会後、残った衣類等の売却） 

 
（４）リユースの対象品目 

衣類、ホビー用品、生活雑貨、書籍、育児用品、おもちゃ、小型家具 
 
（５）プランの対象地域 

前橋市内全域 
 
（６）モデル事業の実施概要図 

 

【 リユース品の収集 】 

次の方法で、イベントに用いるリユース品を収集する。なお、収集するリユース品

は、一定の基準を設定する。（例：食料品、電化製品、医療・介護機器は対象外） 

    

１ イベント当日に参加者が持参する方法 

２ 事前収集 

① 市有施設に回収ボックスを設け拠点回収する方法（３ヶ所で実施） 

   ② 一般廃棄物収集運搬業者による未使用品等の提供 

    ③ 粗大ごみの集団回収及び戸別回収から良品をピックアップする方法 

  

【 残ったリユース品の処理 】 
まず、市民団体（南橘リサイクルの会）が定期開催（次回は H26.5）している交換

会に出品できるものを選別し別途保管する。次に、古着・古紙を選別しそれぞれ売

却する。これ以外のものは、市清掃工場等で処分する。 
 

 
 
２．想定される効果・課題、その評価方法 

（１）想定される効果 
・環境に配慮した生活スタイルの推進（リユースへの理解） 
・ごみ減量の推進 

 
（２）想定される課題 

・寒い時期のイベント開催でどれだけ参加があるか 
・子育て世代の参加促進 

 
（３）モデル事業の効果・課題を評価するための具体的な方法 

・来場者に対するアンケート調査 
・関係業者等に対するアンケート調査 
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３．リユースに関する現在の取組み状況 

使用済製品のリユースに関する事業は実施していない。 
なお、前橋市は、ごみの有料収集を実施していないため（指定袋制を実施も手数料徴

収は無し）、有料化を実施している他都市と比較し古着や雑貨などの不用品をリユース

することへのインセンティブが低い可能性がある。さらに、粗大ごみの集団回収及び戸

別回収も無料で行っている。このことから民間リユースショップを利用するよりも、手

間をかけずに不用品を処分できる現状がある。 
イベントによる啓蒙活動を実施し、リユースへの理解と協力を促す必要がある。 

 
４．実施スケジュール  

 
  8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 

準備段階 

リユース品収集方法の調整         

広報用ちらし準備         

ウエブサイト準備         

効果測定アンケート準備         

実施段階 

事業実施         

広報活動         

リユース品収集         

イベント開催         

効果測定 

とりまとめ 

来場者アンケート         

集計・分析         

関係者への聞き取り調査         

効果のとりまとめ         

報告書作成         

 
 

５．実施時に必要なる支出内容と金額 

 
支出予定金額：988,385 円（税込） 

 
（内訳） 
広報費 １）自治会回覧用広報ちらし（16,000 枚）     112,560 円 

２）地元密着フリークーポン紙掲載広告    47,250 円 
３）ラジオＣＭ             63,000 円 

事業費 ４）拠点回収箱（９個３箇所分）         65,205 円 
５）ブルーシート（１６枚）           78,960 円 
６）のぼり旗                  119,700 円 
７）立看板                   88,200 円 
８）来場記念品                115,760 円 
９）リユース自転車整備             100,000 円 
１０）会場借上料                197,750 円 

 
（以上） 
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前橋市 リユース宝市のイメージ 

（参考とした市民団体：南橘リサイクルの会の交換会の様子） 

  

  

  

  

１ ２ 

３ ４ 

５ ６ 

７ ８ 



前橋市「資源」と「ごみ」の分け方・出し方（保存版）

指定袋で　　朝８時までに　　
　　決められた集積場所へ出してください
※事業系（工場・事務所・店舗等）のごみは出せません
収集日は「ごみ収集カレンダー」で確認！
市役所、支所・市民サービスセンター(公民館）、各コミュニティセンターに
あります。また、市ホームページからダウンロードできます。

ご
み
出
し
ル
ー
ル

資源の日

ルール違反のごみは収集しません

プラ容器の日

不燃ごみの日

可燃ごみの日

古紙の日

（紙の箱、封筒、包装紙、
パンフレット・カタログ、メモ用紙等） 紙袋に集めてしばる

指定袋に入れる

指定袋に入れる

黄色コンテナに
入れる不燃ごみには

出さないで

危険！

50㎝

太
さ
４
㎝
以
内

30㎝

１回２束まで

指定袋に入れる

袋に入る大きさ
まで出せる

指定袋に入れる

袋に入る大きさ
まで出せる

革・布・衣類

※可燃ごみに資源が多く混入しています。古紙、プラ容器の分別にご協力ください。

※古紙の保管が可能な場合は、なるべく地域の有価物集団回収（廃品回収）に優先的に出してください。

１．中身を使いきり、水洗いする。(特に食品用、調味料のびん)
２．ふたをはずす。(金属製は「不燃ごみ」、プラスチック製は「プラ容器])

１．中身を使い切り、水洗いする。
２．ラベルは、取らなくてよい。（取ったラベルはプラ容器に）
３．ペットボトルだけを指定袋に入れる。

１．中身を使いきり、水洗いする。（特に缶詰など）
２．空き缶だけを指定袋に入れる。

飲料用（ビール、ドリンク剤など）
食品用（ジャム、コーヒーなど）
調味料用（しょう油、酢など）

ガラスびん

ペットボトル

空き缶

危険・有害ごみ

無色透明 茶色 その他の色

白色コンテナ 茶色コンテナ 青色コンテナ

飲料用、酒類用、しょう油、
ノンオイルドレッシングなどのボトル

飲料用（ジュース、ビール、お茶など）
食品用（缶詰、お菓子、茶筒、ミルク缶など）

左のマークが
付いているもの

蛍光管
水銀式体温計
（透明袋に入れる）

スプレー缶
ライター
カセットボンベ
（完全に使い切る）

(ふたはプラ容器に)

乾電池
（マンガン・アルカリ電池）
（透明袋に入れる）

※注意！
空き缶は混ぜないで

※注意！
ペットボトルは混ぜないで

紙おむつ

草木類

生ごみ

プラスチック製品

ゴム製品
（水を切る）(汚物は取り除く)

指定袋に入る電化製品
（電池を抜く）

金属類 陶器・ガラス類

金属の入った金属の入った
プラスチック製品プラスチック製品

※刃先は紙で包む

プラ容器には出せません

※傘はしばって、
　そのまま出せる

※テレビ、パソコンは市では
　回収しません。（裏面で説明）

化粧品・薬品のびん化粧品・薬品のびん
割れたり汚れたびん割れたり汚れたびん
※割れたものは紙に包む※割れたものは紙に包む

指定袋に入れる※ プラスチック製の「包み・入れ物・袋」で、中身を出した後に
不要になるもの。（プラマークのある容器包装）

カップ・トレイ・パック類
発泡スチロール

ふた

ボトル類ボトル類袋類

１．中身を使いきり、汚れを水で洗い流す。
２．よく水をきる。
３．ラベルは、はがさなくてよい。

●　生ごみ処理機、枝葉粉砕機の購入助成制度があります。
●　衣類は有価物集団回収か紙リサイクル庫へ出してください。
　　○：衣類、靴、帽子、毛布、シーツ、タオル、かばん
　　×：濡れている衣類、綿が入っている衣類、カーペット、
　　　　毛布・シーツを除く寝具類

ふたは外して出す
（ふたもプラ容器）
※容器の中を乾かすため
※工場で圧縮するため

大きい場合は、
しばってそのま
ま出せる

【これらの紙は可燃ごみへ】
・アイロンプリント紙　・臭いや汚れのついた紙
・特殊な加工がされた紙
（複写伝票、圧着はがき、感熱紙、防水加工紙）

【プラマークでも】
・汚れが簡単に落ちないもの
・医療品の輸液パック類
　は、可燃ごみへ

新聞紙 段ボール
雑古紙

雑誌 紙パック

種類ごとにしばる種類ごとにしばる

お問い合わせ　前橋市環境部ごみ減量課　☎027－ 898－ 6272

リサイクルされる

リサイクルされる

リサイクルされる

燃やして埋め立てる

一部をリサイクルし残りを埋め立てる

（平成25年２月発行）



集積場所に出せないごみ 市では取り扱わないごみ
（大きさが50㎝を超え、指定袋に入らないごみ）

（引っ越しや大掃除などで、一時に20㎏以上のごみを出す場合）

（メーカーが引き取りリサイクルします）

自転車、ベッド、ソファー、タンス、机、戸棚､布団　など

粗大ごみ

一時多量ごみ

（家庭で飼っていた犬・猫・うさぎ・小鳥など）　有料小動物の死体

処理方法

予約先：西部清掃事務所　電話 253-1009
※１回３点まで。(無料）

集積場所へ出したり、
清掃工場へ持ち込むことはできません。

下記のものを廃棄する場合は、購入店または販売店、専門処理業者にお問い合わせください。
プロパンガスボンベ

エアコン、テレビ、冷蔵庫・冷凍庫、洗濯機・衣類乾燥機

家庭用パソコン

オートバイなどの二輪車

※年に１回程度（実施しない自治会あり）

※群馬県LPガス協会前橋支部（上泉町172-2）　電話 233-6599　に自己搬入もできます。

家電リサイクル法により、メーカーが引き取りリサイクルします。

このマークのあるパソコンは
リサイクル料金がかかりません

消火器

バッテリー、タイヤ、自動車部品
コンクリート、土砂、建築廃材
農機具、ピアノ
薬品類（農薬・劇薬・有害物質を含むものなど）
感染性在宅医療廃棄物（注射針など）

※市内の消火器リサイクル特定窓口へ持ち込むか回収を依頼してください。（有料）（詳しくは、市ホームページまたは、ごみ減量課へ）
※協同組合群馬県消防防災センター（大友町1-16-8　電話210-7786）に自己搬入もできます。（有料）

※医療機関に相談してください。

※布やビニールで包むか、段ボールに入れてください。
※お骨の引き渡しはできません。

1. 町（自治会）単位で実施する粗大ごみ回収に出す

※購入したお店や買い換え時に引き取りを依頼する。
1. 販売店へ依頼（リサイクル料金、運搬料金が必要）

※リサイクル料金は、事前に郵便局で支払う。
※依頼業者については下記にお問い合わせください。
　　前橋市一般廃棄物処理事業協同組合（電話 263-2711）

（リサイクル料金、運搬料金が必要）

※詳しくは、製造メーカーにお問い合わせください。
※受付窓口が不明の場合は下記にお問い合わせください。
　パソコン３R推進協会(電話03-5282-7685）
　　　ホームページ（http://www.pc3r.jp/）

詳しくは､二輪車リサイクルコールセンター☎03-3598-8075へ

2. ごみ収集運搬業者(市許可業者）へ依頼

※リサイクル料金は、事前に郵便局で支払う。
◎指定引取場所
久松商事㈱　　　　　　　(北代田町691）　電話 210-2177
日通前橋運輸㈱前橋取扱所(六供町1424-5） 電話 280-8240

3. 自分で指定引取場所へ持ち込む（リサイクル料金が必要）
処理方法

処理方法

処理方法

製造メーカーの受付窓口に回収を申し込む

納付書が送られるので、リサイクル料金を支払う

伝票が送られるので、ゆうパックでメーカーに送る

「廃棄二輪車取扱店」又は「指定引取窓口（久松商事㈱北代田町691☎210-2177）」へ持ち込む

処理方法

処理方法

1. 清掃工場に自己搬入する

2. 戸別回収に申し込む(電話予約制）

搬入先：荻窪清掃工場（荻窪町677）
　　　  富士見クリーンステーション（富士見町石井1873-2）
※搬入するときは、事前に清掃工場へ電話連絡してください。
※受付時間　8：30～11：45　13：00～16：30
※200㎏以下は無料、200㎏を超えた部分について有料になります。（10㎏につき180円）
※休業日　土・日曜日、祝日（月・火曜日を除く）・年末年始

電話 269-0621
電話 230-5300

搬入先：◎可燃ごみ 亀泉清掃工場(亀泉町265）
 大胡クリーンセンター(堀越町610）
　　　  ◎不燃ごみ 荻窪清掃工場(荻窪町677）
 富士見クリーンステーション（富士見町石井1873-2)
※搬入するときは、事前に清掃工場へ電話連絡してください。
※受付時間　8：30～11：45　13：00～16：30
※200㎏以下は無料、200㎏を超えた部分について有料になります。（10㎏につき180円）
※休業日　土・日曜日、祝日（月・火曜日を除く）・年末年始

1.自己搬入　　　　亀泉清掃工場(亀泉町265）　電話 269-1783　処理料金　一体　1,010円
2.戸別収集を依頼　西部清掃事務所　　　　　　電話 253-1009　　　〃　　一体　2,030円

2. ごみ収集運搬業者（市許可業者）へ依頼(有料）
問い合わせ先:前橋市一般廃棄物処理事業協同組合　電話 263-2711

3. 清掃工場に自己搬入する

2,835円

リサイクル料金の目安
メーカーや大きさで違います

2,520円 2,520円

2,100円4,830円

PCリサイクルマーク

電話 269-1783
電話 283-4924
電話 269-0621
電話 230-5300

※市外局番は０２７です。


